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学位論文内容の要旨
1.緒言

歯科恐怖症患者はもとより,通常の患者においても.歯科治療に際して一時的に不

安や恐怖が誘発され.身体的.精神的に様々な異害作用が生じることがある｡例えば.

患者の不安や恐怖が増大すると痛みに対する感受性が上昇するとともに.歯科医師の

説明を理解 しにくくなると報告されている｡すなわち.鎮痛効果の低下や術者と患者

の情報共有不足が生じる可能性がある｡ したがって歯科医師は,通常の歯科治療にお

いても,不安や恐怖に対する感受性に加えて.歯科治療に関連 して増減する不安や恐

怖の多寡を.ある程度定量的に把握しておく必要がある｡

しかし.従来の歯科不安や恐怖に関する質問票は.質問項目が多く煩雑であるため,

実際の歯科臨尿現場では.患者の不安や恐怖を日常的に測定することが難 しいのが現

状である｡

そこで今回,臨床現場で歯科不安や恐怖の多寡を簡便かつ,妥当性高く測定できる

方法を開発することを目的に.フェイススケールを用いた新規質問票を作成 し.信軒

性および妥当性の検討を行った｡

2.方法および結果
1) 質問票の作成および表面妥当性の検討

歯科治療に対する不安と恐怖の概念モデルを,Spielbergerの不安の特性 ･状態モデ
ル(1966)を参考に作成した｡そして,この概念モデルから,新規質問票の質問項目は
性格傾向である特性歯科不安,特性歯科恐怖と.おかれた状況によって変化する一過

性の状態歯科不安.状態歯科恐怖を汎定する計 4項目とした｡質問内容は Japanese
versionoftheDentalFearSurvey(2009)の文言 を参考 に作成 し,測定尺度 は
Yong-Backverfacespainratingscale(1988)を一部改変したフェイススケールを採
用した｡補綴科クラウンブリッジの医局員および協力の得られた患者 3名を対象に新
規質問票の表面妥当性の検討を行い,最終案を完成させた｡

2)対象および質問票記載方法

本研究は医歯薬学総合研究科疫学研究倫理審査委員会の承認を得て行った (承認番

号 371)｡目的対象は,研究期間中に補綴科 (クラウンブリッジ)にて超音波スケーリ
ングを受けたスケーリング群47名.およびインプラント体埋入手術を受けたインプラ
ント群 25名とした｡



スケーリング群では,実際に超音波スケーリングを行う直前に.術式の説明を行う

とともに,新規質問票とE]木版STAI(1982)を記載させた.質問票の記載は2-4週間の
間隔をあけて二度行い.二度の回答が揃った患者は28名 (平均年齢 :59.1±13.0嵐
男性/女性 :8/20名)であった｡
インプラント群では,インプラント手術の事前説明日,手術日および抜糸日に新規

質問票に記載させ.手術日には日本版STAIにも回答させた｡説明日.手術日および抜
糸日の回答が揃った患者は 20名 (平均年齢 :61.0±9.0歳,男性/女性 :4/16名)
であった｡

2)信頼性の検討
信頼性の検討は,スケーリング群で施術前に行った二度の検査を基にテストリテス

ト法を用いて行った｡新規質問票4項目の回答の平均重み付けカッパ値はO.56であっ
た｡

3)基準関連妥当性の検討

スケーリング群の一回目の回答とインプラント群の手術日の回答を用い.日本版

STAIを黄金律とした新規質問票4項目の基準関連妥当性をスピアマンの順位相関を用
いて検討した｡その結果.特性歯科不安 ･恐怖得点は.日本版STAIの特性不安および
状態不安評価の両者と有意な正の相関を認め (特性歯科不安 :p-0.02.pく0.01;特性
歯科恐怖 :p-0.03.p-0.01).特性歯科不安および恐怖の2項目は,患者の特性を測定
可能であるが特異的とは言えず.状態不安の影響を受ける可能性が示唆された｡状態

歯科不安 ･恐怖得点は.日本版STAIの状態不安評価とのみ有意な正の相関を認め (状
態歯科不安 :p-0.04 状態歯科恐怖 :p-0.04).状態歯科不安および恐怖の2項目は状
況によって変化する感情を特異的に測定可能であることが明らかになった｡

4)グループ妥当性の検討
スケーリング群の-回目の回答とインプラント群の手術日の回答を用い.両群の不

安.恐怖の程度に差があるかをマン･ホイットニーの U検定を用いて検討したOその

結果.特性歯科恐怖得点 状態歯科不安 ･恐怖得点では.インプラント群の得点がス

ケーリング群の得点に比べて有意に高かった (特性歯科恐怖 :p-0.02 状態歯科不安 :
p-0.01状態歯科恐怖 :p-0.02)oしたがって.状態歯科不安および恐怖の 2項目は.
おかれている状況に違いのある2群の不安や恐怖の差を識別できたと言えた｡

5)反応性の検討

インプラント群が回答した新規質問票の結果を用い.同一患者内における説明日,

手術日.抜糸日の各項目の得点の変化を.フリードマン検定にて比較したOその結束

特性歯科不安,状態歯科不安 ･恐怖では各項目の得点に有意な変化を認め (特性歯科

不安 :pく0.01.状態歯科不安 :pく0.01,状態歯科恐怖 :pく0.01).状態歯科不安および
恐怖の2項目は状況による歯科不安や恐怖の変化を検知できることが明らかになった｡

一方で特性歯科不安は.状況の変化に影響を受ける可能性が示唆された｡

3.まとめ

フェイススケールを用いた簡易型歯科不安 .恐怖測定質問票を新規に作成した.

新規質問票はテストリテスト法によって中等～十分な一致度を示し.臨尿使用上問題

のない信頼性を示した｡状態歯科不安および恐怖においては,十分な基準関連妥当性.

グループ妥当性ならびに反応性が確認できた｡一方.特性歯科不安および恐怖におい

ては,患者の特性歯科不安や恐怖を測定可能ではあるが.完全に特異的とは言えず.

直面する状況の影響を受けることが示唆された｡



学位論文審査結果の要旨

本研究は.臨床現場で歯科不安や恐怖の多寡を簡便かつ,妥当性高く測定できる方

法を開発することを目的に.フェイススケールを用いた新規質問票を作成 し,信頼性

および妥当性の検討を行ったものである.

方法として.歯科治療に対する不安や恐怖の概念モデルを作成 し.概念モデルをも

とに,新規質問票の質問項目を性格傾向である特性歯科不安,特性歯科恐怖と.状況

によって変化する一過性の状態歯科不安.状態歯科恐怖を測定する計4項 目の質問項
目を作成 している.また.測定尺度には表面妥当性の検討を行った結果.フェイスス

ケールを用いている.

信輪性と妥当性の検討には.超音波スケーリングを行うスケーリング群 (SC群)と
インプラント体埋入手術を行うインプラント群 (lP群)を比較 している.信頼性は,
SC群に対 し.テストリテスト法を用いて新規質問票各項 目の一致度を検討している.
基準関連妥当性は.SC群とIP群の回答を用い,日本版STAIと新規質問票各項 目の相関
をスピアマンの順位相関係数にて検討している.グループ妥当性は,SC群とIP群の回答
を用い,両群の得点に差があるかをマン ･ホイットニーのU検定にて検討している.

反応性は.IP群の回答を用い,説明日,手術日,抜糸日の各項 目の得点変化を比較 し
て.検討している.

その結果.新規質問票各項目は.臨床使用上問題ない レベルの信頼性が得られてい

る.状態歯科不安および恐怖においては.十分な基準関連妥当性.グループ妥当性な

らびに反応性が確認できている.一方.特性歯科不安および恐怖においては,患者の

特性歯科不安や恐怖を測定可能ではあるが.完全に特異的とはいえなかった.

本研究で開発された質問票は,一過性の不安や恐怖を短時間で簡便に測定可能であるこ

とから.時間に限りのある一般開業医等の臨床現場への導入は非常に有益である.さらに.

患者への負担が少なく,状態不安に対してはより感度が高い可能性もあり,今後の歯科領

域における不安や恐怖の研究に貢献するものであると考えられる.よって,審査委員会は

本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める.


